
県央保健医療圏 

 【圏域の基本指標】     [県値] 

人口総数          529,055 人 

人口増加率（H22～H27）-0.1％    [ 1.0％] 

年齢３区分別人口 

 0～14 歳  66,736 人（12.7％）  [12.6％] 

15～64 歳 323,156 人（61.3％）  [62.5％] 

65 歳～  136,857 人（26.0％）  [24.8％] 

出生率（人口千対）     7.2      [ 7.8 ] 

死亡率（人口千対）     8.3      [ 8.7 ] 

保健所 鴻巣保健所 
圏 域 

（市町村） 
鴻巣市・上尾市・桶川市・北本市・伊奈町 

 

【生涯を通じた健康づくり対策】 

【目標】 

生活習慣病予防など地域での健康づくり対策を推進し、住民が生涯を通じて

健康で生き生きと暮らせる地域社会を目指します。 

【主な取組】 

■特定健診及び特定保健指導受診率の向上並びに特定保健指導及び糖尿病重症 

 化予防等の充実 

■食育の推進 

■生活習慣病予防のための健康教育及び普及啓発の充実強化 

■禁煙対策・受動喫煙防止対策の推進 

■高齢者等の健康づくりのための関係機関の連携 

■健康づくり支援のための人材育成 

〈実施主体：市町、保健所、医療保険者、医師会、食生活改善推進員 等〉 

 

【親と子の保健医療対策】 

【目標】 

安心できる妊娠・出産・育児への支援及び子供たちが等しく愛護され、心身

ともに健やかに育つ、親と子への一貫した保健医療対策を充実強化します。 

【主な取組】 

■乳幼児健康診査・相談等の充実 

■小児期の心の健やかな発達の促進 

■思春期の保健対策の強化と健康教育の推進 

■小児救急医療の適正受診の推進等 
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■歯科保健医療対策の充実 

〈実施主体：市町、児童相談所、学校、医師会、歯科医師会、保健所 等〉 

 

【心の健康対策の推進】 

【目標】 

住民誰もが安心して暮らしていける相談・支援体制を整備します。また、精

神障害者が安心して自分らしく暮らせる地域づくりを推進します。 

【主な取組】 

■精神保健福祉・訪問指導体制の強化 

■精神医療対策の充実 

■退院後支援と地域包括ケア体制の充実 

■認知症ケア 

〈実施主体：医療機関、訪問看護ステーション、保健所、市町 等〉 

 

【在宅医療の推進】 

【目標】 

地域の関係機関・団体が連携を強化し、誰もが安心して住み慣れた地域で在

宅療養できる支援体制を構築します。 

【主な取組】 

■関係機関・団体の連携強化 

■在宅歯科保健医療体制の充実 

■必要な情報の提供、相談・支援 

■人材育成 

■医療依存度の高い人への災害時支援 

■身寄りのない高齢者等への円滑な医療・保健・福祉サービス提供体制の整備 

 等 

〈実施主体：市町、医師会、医療機関、地域包括支援センター、保健所 等〉 

 

【健康危機管理体制の整備充実】 

【目標】 

関係機関等による「顔の見える関係」を形成し、健康危機管理体制の充実を

図るとともに、健康危機管理対策の強化を図ります。 

【主な取組】 

■地域における健康危機管理体制の充実強化 

■災害時の地域における医療救護体制・保健衛生活動体制の整備 

■食品の安全性の確保及び薬物乱用防止対策の推進 

■感染症対策の推進 

〈実施主体：保健所、市町、医師会、歯科医師会、薬剤師会、医療機関 等〉 



取組名　新型コロナウイルス感染症対策　

鴻巣保健所
項目

【健康観察・診療等の体制】

　⑤－１ 健康観察の効率化に資するシステム（My
HER-SYS等）導入の目標割合

【保健所等の体制確保】

　① 体制整備に必要な人員

（各部署からの応援人員、派遣する部署の業務の
継続方法等）

・所内他担当　６人

・派遣事務職員　９人

【その他の取組】

100%

患者発生時の自動架電設定の徹底

・療養解除相当の判断依頼

・派遣事務職員　１人

・派遣看護師　４人

＜人員体制の構築手法＞

１1人

・療養解除相当の判断依頼

100%

３３人

＜人員体制の構築手法＞

　⑤－２ ⑤－１達成のための方策 患者発生時の自動架電設定の徹底

通常時

　③ 保健所と医療機関の役割分担・連携体制

＜連携方策＞

・有症状者の健康観察の依頼

・必要時外来診察や往診、薬の処方等の依頼

・入院の要否の判断依頼

感染者急増時

＜連携方策＞

・有症状者の健康観察の依頼

・必要時外来診察や往診、薬の処方等の依頼

・入院の要否の判断依頼

・陽性者の診療に関する調査による診療情報の把握
・抗体カクテル療法等、重症化予防のための医療連携の調整
・市町への応援要請の目安の設定

・派遣看護師　５人

・市町からの応援職員　１人

＜確保方法＞

・会議室等別室の活用

・派遣職員のＰＣ、携帯電話
　② 執務スペースの確保方法

＜確保方法＞

・既存スペース

・派遣職員のＰＣ

・他部局からの応援職員　１２人


